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マレーシアの歴史 第1章：東南アジアの初期⽂明
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東南アジア初の王国

内陸部に位置する農耕王国は、農業活動に依存する王国です。主な農耕王国には、ドヴァーラ

ヴァティ王国、アンコール王国、扶南王国などがあります。農耕王国の主な特徴の⼀つは、主

要な河川流域に位置することです。例えば、チャオプラヤー川とイラワジ川の間に位置するド

ヴァーラヴァティ王国、メコン川流域に位置する扶南王国とアンコール王国などが挙げられま

す。河川流域は農業活動に⾮常に適しており、⼈々の交流を促進します。

 

農耕技術を習得する以前の初期段階において、農耕社会は狩猟、森林産物の採取、漁撈など、

⾃然環境から⻝料を得ていました。その後、移動耕作から定住農耕と牧畜へと移⾏し、農耕活

動に従事するようになりました。栽培された作物の中には⽶もありました。したがって、農耕

王国は⾃給⾃⾜の農業経済に依存しており、森林産物の採取によって経済が補完されていまし

た。河川や湖は、住⺠にとって洗濯、調理、漁撈、畑への灌漑に便利な場所を提供しました。

農耕社会は、⽔⽥農業活動を強化するために灌漑技術を進歩させました。例えば、扶南王国と

アンコール王国は、メコン川とトンレサップ湖を灌漑⽔源としていました。灌漑システムの進

歩により、都市社会のニーズを満たすために農業⽣産を増加させることができました。この貢

献により、農村コミュニティは都市社会によって統治されるようになりました。たとえば、ア

ンコール王国では、⼟地と灌漑システムは政府によって所有され、管理されていました。信仰

の⾯では、農耕社会は、⾃然の要素が⽣活に影響を与えると信じられていたため、⾃然を崇拝

するアニミズムを信じていました。




農耕社会は、特に海洋コミュニティへの林産物の販売など、交易活動を通じて外部コミュニ

ティとの関係も持っていました。彼らは相互依存的に⽣活していました。これらの交易とコ

ミュニケーション活動は物々交換（物々交換システム）を通じて⾏われました。農耕社会の3つ の主な活動は、高地での陸稲の栽培、低地での水田の耕作、および林産物の採取です。これら の活動は、社会的および技術的発展レベルの異なるグループによって実行されました。彼らは 経済システムと生産高を強化するために頻繁に相互作用しました。高地や丘陵地帯で栽培され る陸稲（丘陵米）は、生存のためにより機動的な経済活動を必要としました。通常、この活動 は耕作に広大な土地を必要としますが、陸稲は高地で栽培されるため、大規模な灌漑システム を必要としませんでした。さらに、農耕社会では、イモ類作物など、米と並んで他の作物も栽 培されていました。陸稲栽培の主要地域は、タイのコラート高原とミャンマー北部でした。一 方、水田は主にメナム・チャオプラヤー渓谷（タイ）、メコン川流域（ベトナム）、イラワジ 渓谷（ミャンマー）、トンレサップ湖周辺（カンボジア）などの肥沃な河川流域で耕作されて

いました。2世紀から4世紀にかけて灌漑システムが発達したことで、⽔⽥耕作は⼤きく拡⼤

し、農業⽣産量が増加しました。⽔⽥⽣産の進歩と改善は、農業王国にプラスの影響を与えま

した。具体的には、⼈⼝増加、農村集落の安定化（遊牧⺠の減少）、定住、そして農産物の市

場化と都市社会のニーズへの対応を⽬的とした外部地域との関係強化などが挙げられます。
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同時に、辺境地には伝統的な活動に従事し、本来の⽣業を変えることを拒むコミュニティも存

在した。彼らは森林産物の採取と様々な薬の⽣産に注⼒し、樹脂、樟脳、染料などの資源を収

集した。これらの森林産物は、他のコミュニティと物々交換によって交換された。この交易は

内陸部と外界のコミュニティ間の関係を育み、間接的に内陸部社会を外部の影響にさらした。

農業王国の発展にはいくつかの要因、特に地理的要因が寄与した。農業王国の中⼼地は、河川

流域や重要な陸路沿いに戦略的に配置されていた。

例としては、タイのメナム・チャオプラヤー川流域のドヴァラヴァティ、アンコール、インド

シナのトンレサップ湖とメコン川流域のフナンなどが挙げられます。これらの地域は平坦な地 形をしており、

地形、⼀年を通して⾼温多湿な気候、そして農業に最適な肥沃な沖積⼟壌。さらに、⼤きな河

川や湖は、調理、洗濯、漁業、⽔⽥の灌漑、河⼝への輸送路など、重要な資源を提供していま

した。

 

農業王国の発展は、住⺠の技術的専⾨知識、特に灌漑システムの建設によって推進されまし

た。これらのシステムは、⽔⽥農業における⽔の調整と制御に不可⽋でした。体系的な灌漑シ

ステムにより、より広い作付⾯積への灌漑が可能になり、農業⽣産量が増加しました。その結

果⽣じた⽶の余剰⽣産は、周辺住⺠への安定した⻝料供給となり、⼈⼝増加、定住地、そして

⾏政と統治の中⼼地としての都市国家や町の出現につながりました。国王などの統治者は、農

業王国の発展において重要な役割を果たしました。例えば、アンコール王国では、国王が灌漑

システムの建設と監督を担当していました。国王は、内陸部のコミュニティ（商品の供給者）

と都市社会との調和のとれた関係を確保しました。さらに、国王は領⼟⽀配を拡⼤し、広⼤な

帝国を形成するとともに、王国の経済的安定を強化しました。例えば、スーリヤヴァルマン2世

の治世中、アンコール王国は領⼟を拡⼤し、メナム渓⾕のモン地域やタイ南部のタンブランガ

を含むようになりました。

 

農業王国もまた、内陸部から外部の交易拠点への物資の輸送を容易にするために、独⾃の港を

有していました。これには、樹脂、樟脳、染料といった林産物が含まれていました。例えば、

扶南王国はオセオ港を有し、そこは貿易業者にとって⻝料供給を含む様々な重要な施設（中継

拠点として）を提供していました。扶南は⽶の主要⽣産地でした。農業王国の発展は、主に

物々交換による交易を通じた外部地域とのつながりにも影響を受けました。こうした外部関係

は、5世紀から6世紀にかけてのインドなどの地域との交易に⾒られるように、王国の設⽴を促

しました。海岸線に沿った海洋王国は戦略的な位置にあったため、貿易と海事に重点を置くよ

うになりました。強⾵から守られ、港湾として適していたため、商業には理想的な⽴地でし

た。例としては、ケダ州のルンバ・ブジャン港やメコン川のオセオ港などが挙げられます。海

洋王国には通常、⻝料供給、宿泊施設、貯蔵倉庫、市場、船舶修理施設などの基本的な設備を

備えた貿易活動専⽤の港が少なくとも 1 つありました。

 

海洋王国は、海賊の襲撃から商⼈を守るため、海軍も維持していました。多くの海洋王国は、

内陸部や周辺地域から交易品を集め、国際市場へ向けて港へと輸送する仲介役を務めていまし た。また、海外からの交易品も受け入れ、地元住民に分配していました。交易品には、香辛 料、白檀、沈香、医薬品、林産物などがあり、輸入品には陶磁器、ガラス製品、茶、ビーズ、 綿織物、絹、宝石、刻印入り織物などがありました。交易のほとんどは物々交換で行われてい ました。海洋王国の港は、中国、インド、アラビア、ヨーロッパからの交易商人の拠点となり ました。

中継港型の港は、海洋王国の発展に⼤きく貢献しました。著名な中継港としては、扶南島のオ

セオ、ケダ州のルンバ・ブジャン、スマトラ島のコーインなどが挙げられます。
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海洋王国、特にその貿易の発展は、主要交易路沿いに位置していたことにも起因していまし

た。例えば、クラ地峡を横断して扶南島のオチョに⾄るマレー半島北部の海路、そしてスマト

ラ島周辺のジャワ海の海路は、シュリーヴィジャヤ王国のような王国の台頭を促しました。

ジャンビ、クラタリ、コーインは、マラッカ海峡や南シナ海といった重要な海路沿いの著名な

地域で、クアラ・セリンシン、ルンバ・ブジャン、ランカスカ、タンブラリンガといった港が

栄えました。陸路は安全ではないと考えられていたため、貿易商は中国とインドを結ぶ主要な

交通⼿段として海路を利⽤することが多かったのです。これらの港での様々な活動を通して、

地域社会は航海術や造船の専⾨知識を習得しました。海洋社会は遠⽅への航海にも成功しまし

た。考古学的証拠によると、3世紀から4世紀には地元の⼈々が造船技術を有していたことが示

唆されており、フィリピンのポンティアン、パハン、ブトゥアンで⼩型船が発⾒されていま

す。中国とポルトガルの史料によると、モン族、マレー族、ジャワ族が所有していた⼤型船も

存在していました。

 

漁業は、海岸、河⼝、川岸に住む海洋⺠族にとって、もう⼀つの重要な経済活動でした。彼ら

は熟練した漁師でした。シュリーヴィジャヤ王国は7世紀に東南アジアで著名な海洋国家とし

て台頭しました。その⾏政中⼼地はスマトラ島のジャンビまたはパレンバンにありました。⻄

暦670年から1025年の間、シュリーヴィジャヤ王国は有⼒な貿易国として名を馳せました。こ

の隆盛は、マラッカ海峡とジャワ海といった国際⽔域に近い戦略的な⽴地条件によるもので、

その港は国際貿易の拠点として栄えました。これらの港は、インドや中国へ向かう旅⼈たちの

中継地として機能しました。シュリーヴィジャヤ王国はまた、⾹⾟料、⽩檀、沈⾹、医薬品な

ど、国際市場で需要の⾼い商品の集積地にもなりました。河⼝に位置していたため、バタンハ

リ川やムシ川などの河川ルートを⽀配し、内陸部から港まで物資を輸送することができた。

 

シュリーヴィジャヤ王国は強大な軍事力を維持し、強力な海洋国家として認められ、戦争を通 じて領土拡大を図りました。例えば、香辛料交易の要衝であったスンダ海峡を支配するため、 シュリーヴィジャヤ王国は戦争を仕掛け、ジャワ島西部を征服しました。また、シュリーヴィ

ジャヤ王国は992 年から1028年の間に中国と外交関係を樹⽴しました。その⽬的は、中国から

の保護と貿易の促進でした。その⾒返りとして、シュリーヴィジャヤ王国は東南アジア海域に

強⼒な海軍を維持することで、中国商⼈の安全を確保しました。シュリーヴィジャヤ王国は権

威を強化するために、君主の並外れた⼒や奇跡的な誕⽣といった⺠話や神話を活⽤しました。

これらの物語は他の王国に恐怖⼼を植え付け、シュリーヴィジャヤ王国の⽀配に対する反対勢 ⼒を抑⽌しました。シュリーヴィジャヤ王国はまた、マレー諸島における仏教研究とサンスク

リット語の中⼼地でもあり、組織化された教育と宗教制度を発展させました。

 

よく組織化された行政体制はシュリーヴィジャヤ王国の成功に貢献しました。しかし、シュ リーヴィジャヤ王国の貿易における発展はインドとの貿易に悪影響を及ぼしました。その結

果、チョーラ朝は1025年にシュリーヴィジャヤ王国を攻撃しました。チョーラ朝軍の攻撃によ

りシュリーヴィジャヤ王国は弱体化し、その領⼟は他の勢⼒に占領されることになりました。

これがシュリーヴィジャヤ王国の衰退の始まりとなり、最終的に1292年に崩壊しました。ケダ

州にあるブジャン渓⾕は、7世紀に東南アジアにおけるもう⼀つの重要な交易拠点でした。マ

ラッカ海峡の⼊り⼝という戦略的な地理的条件と、深くて深い海峡を備えていたことから、中

継港として発展しました。




モンスーンの強風から守られた、風通しの良い港でした。その戦略的な立地条件のおかげで、 ブジャン渓谷は急速に発展し、東西双方からの商人を惹きつけました。食料を補給するための 貿易中継地として機能しました。また、港には商品を保管するための倉庫、宿泊施設、荷降ろ し場などの施設も備わっていました。ブジャン渓谷の港は、遠くからジェライ山が見える自然 のランドマークであったため、船舶のアクセスが容易でした。

ブジャン渓谷は中継港として、内陸部からの商品や、アラビア、ペルシャ、インド、中国と いった地域からの外国貿易商が持ち込んだ商品を集める拠点として機能していました。地元の 交易品には、林産物、農産物、鉱産物などがあり、これらはメルボク川とムダ川を経由して内 陸部から輸送されました。ブジャン渓谷の港は、ペラ州のクアラ・セリンシンからの商品も受 け入れていました。王政は、地元の制度とヒンドゥー教や仏教といった外的影響の組み合わせ に基づいています。

この制度下では、国王が国家元首として絶対的な統治権を有します。国王は自らの地位を強化 するために法律を制定する権限を持ち、必要に応じて行動します。国民は国王が制定した法律 に従わなければならず、疑問を呈することは許されません。国王は経済にも積極的に関与し、 徴税、農産物の収穫量、天然資源、労働力、貿易といった経済資源を管理します。

 

⾸都は⾏政の中⼼地としてだけでなく、経済の中⼼地としても機能し、経済物資のほとんどは

内陸部から供給されています。そのため、国王は内陸部と王都の間で共通の信仰と慣習の体系

を確⽴し、これらの資源地域と良好な関係を維持しなければなりませんでした。これにより、

国王は権⼒を拡⼤すると同時に、王国の経済的安定を確保できました。国王はまた、国家の平

和と繁栄を確保する責任を負っています。これを実現するために、国王はバラモンと呼ばれる

宗教階級に頼っています。この宗教階級は、社会階層において国王に次ぐ地位にあります。彼

らは、国王の神聖な⼒と強さに関する神話、伝説、物語を広め、⺠衆の信頼を得ました。これ

により、国王は地上の神（デーヴァラージャ）という認識が⽣まれ、⺠衆は国王の⾏動に疑問

を抱くことはありませんでした。

 

国王は軍の指導者であり、任命された⼤⾂の補佐を受けながら、あらゆる事柄における最終的

な意思決定者でもあります。ヒンドゥー教と仏教の信仰によれば、国家は宇宙の概念（宇宙秩

序）を反映しています。国王と⾸都は宇宙の中⼼とみなされ、国王は宇宙秩序（ダルマ）と調

和した社会を築き、⺠の平和と繁栄を保障します。

 

アンコール王国

カンボジアにあったアンコール王国は、君主制を敷いた王国の一つでした。アンコールの統治 制度は階級制でした。国王は神聖な支配者、あるいはデーヴァラージャとみなされ、絶対的な 決定権を有していました。国王は法律を制定し、軍を率い、国家の平和と安全を確保する責任 を負っていました。国王は任命された大臣たちからなる評議会によって支えられていました。 アンコールの行政機構は、中央レベルの官吏、地方レベルの知事と行政官、そして地方レベル の地方行政官で構成されていました。
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村レベルの役⼈、軍⼈、裁判官、福祉関係者もいた。⾼官たちは、専⾨性を維持し、国王

と王国への忠誠⼼を保つために、科学知識に関する国家試験に合格しなければならなかっ

た。

 

アンコールの統治は、インドからもたらされたヒンドゥー教・仏教の伝統に大きく影響を受け ました。この影響は、行政構造、言語、芸術、建築に顕著に表れています。アンコールの王の 戴冠式は、インドの戴冠式と類似していました。

これらの儀式はバラモンの僧侶によって始められ、王室教師によって執り行われました。これ らの王室教師は高い地位を持ち、王に宗教だけでなく数学や言語も教えました。古代クメール の碑文には、多くの行政用語がサンスクリット語に由来していることが示されています。アン

コール王国は素晴らしい建築的成果を誇っており、中でもスーリヤヴァルマン2世がヴィシュヌ

神を称えて建⽴したアンコール・ワットは特筆すべきものです。この巨⼤な寺院には、インド

の⼆つの叙事詩、ラーマーヤナとマハーバーラタを描いた精巧な彫刻が施されています。アン

コールは強⼒な軍事⼒を有しており、メナム渓⾕、タイ南部のタンブラリンガ、ミャンマーの

パガン、チャンパ北部などの地域に帝国を拡⼤することができました。

 

アンコール王国もまた、水田農業経済を基盤としていました。特に体系的な灌漑システムの確 立によって、大きな進歩が遂げられました。水田の主な灌漑地域はトンレサップ湖周辺であ り、アンコールの都市住民の生活を支えていました。さらに、アンコールは同盟を強化し、貿 易活動を促進するために他の王国と外交関係を樹立しました。その貿易は中国、インド、アラ
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